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2019年3月期第1四半期の業績は、

連結売上高５８４億円、経常利益は５３億円となりました。

売上高は対前年同期+３億円の増収、

売上総利益につきましては、

売上高総利益率が２０．８％となり、前年同期を＋６億円上回る１２２億円となりました｡

販管費は、採用・教育、社内基盤整備で＋１億円増の７０億円となりました。

結果、営業利益は前年同期＋５億円増益の５１億円

経常利益は前年同期＋４億円増益の５３億円となりました。
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売上高の対前年同期比較は、

業務ソリューションが大型プロダクト販売の反動減、メガバンク統合案件の

ピークアウト影響等があり-３０億円の減収。

サービスソリューションが鉄鋼向けの増により＋２８億円の増収となりました。

子会社等は、+５億円の増収です。

受注は対前年同期＋３１億円の５５６億円となりました。

内訳は、業務ソリューションが＋４６億円、サービスソリューションが-１５億円です。
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連結営業利益の対前年同期分析です。

営業利益は、前年同期＋５億円増益の５１億円となりました。

売上総利益は、

売上高総利益率が昨年同期１９．８％から今期２０．８％に改善したことにより+６億円と

なりました。

販管費は、採用・教育及び社内基盤整備で合計1億円の増加となりました。
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2019年3月期上期の業績見通しにつきましては、変更ありません。
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2019年3月期の業績見通しにつきましては、変更ありません。
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